アーリーバード2009/05/09                                                  飯渕 由美

～「母の日」にお母さんたちへのメッセージ～

· 飯渕⇒母業30年・・・3人の専業「子育て」期間8年。ぼちぼちフリーの管理栄養士として仕事をし、 昨年度は講演38回中、子育て中のお母さんたち（保育所、幼稚園、小学校に行っている子どものお母さんたち）へむけての食育講演が20回。

· 時代と共に講演依頼の内容も変わってきた。

H4年ころ・・・生活習慣病予防の食事

H10年ころ・・・高齢者の食事、介護食など

H17年頃から・・子どもの「食」についての食育講演。「食を通して心を育てる」

今なぜ「食育講演」なのか？

朝ごはんを食べない親が増えている。

朝ごはんを食べさせられない子が増えている。

仙台市の状況（H12年とH17年の比較）・・・いきいき市民健康プラン中間評価より

＊朝食を食べない人が20代男性で増加し、5割を超えている。

＊栄養のバランスを特に気にしていない・・・が男女ともに30代で増えている

＊男性は30～50代の約3割が肥満。女性は20代30代のやせ志向が目立つ。

＜お母さんへのメッセージ＞

「食」はいのちです。

きちんと食べることは生活の基本です。

料理は楽しんですればおいしくなる。親子で料理するとますます楽しい。

食は心と心をつなぎ、心を育てます。

おいしく食べてそのことが深く心に残る。・・・・なにがその人の心に響くのか・・

どの工程でも手を抜かないで料理する。一つ一つていねいにすると、不思議なくらい

         そのことが相手に伝わる。レシピはあくまでも参項。最後は自分の舌で確かめながら、何回でも直して完成の味に近づける。

    ひとつひとつの食材から心を離さないようにすることがおいしく作るコツかも・・・。

· 旬の野菜で四季を感じ、その季節を五感で味わえることを大切に！

春は山菜が豊富で母がよく作っていたものを、意識はしていないのですが自分も作るようになりました。年ですかネェ～

